
死の直前までどうやって生きるかが一番大切

在宅での安心感は闘病に余裕をもたらす
入院中めったに見られない笑顔も見える

死の直前までどうやって生きるかが一番大切
古河総合病院（茨城県） 院長 福

ふ く

江
え

眞
ま さ

隆
た か

鹿
児
島
県
の
離
島
に
あ
る
与
論
徳

洲
会
病
院
で
は
、
入
院
中
に
終
末
期

を
迎
え
た
患
者
さ
ん
を
、
ご
家
族
が

自
宅
に
連
れ
帰
り
、
家
で
看
取
る
と

い
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
終
末
期
に

家
に
帰
す
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か

と
い
う
意
見
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
家

族
が
少
な
い
家
庭
で
は
、
ケ
ア
す
る

マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
も
あ
り
、
連
れ

帰
り
た
く
て
も
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
は
個
人

的
に
は
、
こ
の
習
慣
に
大
賛
成
で
す
。

医
療
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
営
み
で

あ
る
生
病
老
死
に
深
く
か
か
わ
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
死
の
悲
し
み

を
家
族
で
分
か
ち
合
い
、
生
前
の
故

人
に
思
い
を
は
せ
て
、
そ
の
死
を
乗

り
越
え
て
い
く
力
に
変
え
る
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
で
す
。

人
口
統
計
を
見
る
と
、
２
０
２
０

年
に
約
１
３
７
・
３
万
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
約
38
万
人（
約

28
％
）
が
悪
性
新
生
物
で
死
亡
し
て

い
ま
す
。
が
ん
と
い
う
病
気
は
、
い

ま
だ
に
死
に
至
る
病
と
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
慢
性
の
経

過
を
た
ど
り
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

方
の
半
数
は
、
５
年
以
上
生
存
し
て

い
ま
す
。
病
状
が
進
行
し
病
を
治
す

治
療
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
緩
和

治
療
に
移
行
し
ま
す
（
本
来
、
早
期

か
ら
心
の
ケ
ア
を
含
む
緩
和
治
療
を

始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
が
、
在

宅
は
、
あ
る
意
味
で
最
も
有
意
義
な

緩
和
治
療
の
場
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
元
気
に
生
き
て
き
た
人
生

そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
る
と
悟
る

「
治
療
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、

自
宅
の
畳
の
上
で
亡
く
な
り
た
い
」。

昭
和
の
時
代
は
半
数
以
上
の
方
が
自

宅
で
看
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
年
間
死
者
数
は
67
〜
78
万
人
で
し

た
。
現
在
は
約
１
４
０
万
人
の
90
％

以
上
が
病
院
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

看
取
る
た
め
に
年
間
１
０
０
万
床
以

上
が
必
要
と
な
る
計
算
で
す
。
が
ん

が
進
行
す
る
と
、
抗
が
ん
剤
で
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、Ｐ
Ｄ
（
進
行
）

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
が
ん
性
疼と

う

痛つ
う

を
主
体
と
し
て
食
欲
は
低
下
し
、
衰

弱
、
悪
液
質
に
陥
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
ま
す
。
麻
薬
系
鎮
痛
剤

を
う
ま
く
利
用
し
て
疼
痛
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
栄
養
投
与
の
ル
ー
ト
を

確
保
し
て
病
勢
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
、
終
末
期
医
療
に
携
わ
る

医
師
の
技
量
の
見
せ
所ど

こ
ろ

で
す
。

そ
こ
に
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
要

素
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
患
者
さ

ん
自
身
の
心
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
穏
や
か
な

精
神
状
態
は
、
痛
み
や
苦
し
み
を
取

り
除
い
て
初
め
て
実
現
す
る
も
の
で

す
が
、
在
宅
に
い
る
こ
と
の
安
心
感

は
、
い
か
な
る
精
神
安
定
剤
よ
り
も

強
力
に
働
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
穏

や
か
な
心
は
患
者
さ
ん
の
安
寧
に
つ

な
が
り
、
闘
病
の
余
裕
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ひ
い
て
は
余
命
を
伸
ば
す
効

果
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
さ
ら

に
病
院
で
の
終
末
期
患
者
さ
ん
の
ベ

ッ
ド
を
減
ら
し
、
医
療
費
削
減
に
も

貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
院
で
は
常
勤
医
師
が
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
科
は
、
と
く

に
終
末
期
の
が
ん
患
者
さ
ん
が
多
く
、

緩
和
治
療
に
終
始
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
な
か
で
貴
重
な
発
見
が
あ
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
表
情
で
す
。
往
診

す
る
と
、「
よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

入
院
中
の
病
室
で
は
、
め
っ
た
に
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん

の
お
宅
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
方
の

人
と
な
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

棚
に
き
ち
ん
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
飾
っ

て
あ
っ
た
り
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
が
置

い
て
あ
っ
た
り
、
き
れ
い
な
お
庭
が

あ
っ
た
り
、
旅
の
土
産
が
飾
っ
て

あ
っ
た
り
。
そ
の
方
が
、
一
番
お
気

に
入
り
の
人
や
物
に
囲
ま
れ
て
い
る

時
の
表
情
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ん
に
深
刻
な
病
状
の
話
を
す

る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
方
か
ら
は
、
今
ま
で
元
気
に
生

き
て
き
た
人
生
そ
の
も
の
に
意
義
が

あ
る
こ
と
を
、
無
知
な
我
々
は
言
外

に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
人
生
で
一
番

大
切
な
も
の
は
、
ど
う
や
っ
て
死
ん

で
い
く
か
で
は
な
く
、
死
の
直
前
ま

で
、
ど
う
や
っ
て
生
き
る
か
だ
と
悟

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

在
宅
診
療
を
と
も
に
続
け
る

死
に
方
に
良
い
も
悪
い
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
よ
く
生
き
た
人
ほ
ど
良
い

死
に
方
を
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

先
日
、『
新
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
！
』
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
見
ま

し
た
。
20
年
前
に
亡
く
な
っ
た
お
母

さ
ん
が
、
余
命
半
年
と
宣
告
さ
れ
つ

つ
も
当
時
１
歳
だ
っ
た
一
人
娘
に
動

画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
ま
し
た
。

「
人
生
は
一
度
き
り
。
悲
し
い
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
泣
い
て
生
き
る
よ

り
、
笑
っ
て
生
き
た
い
か
ら
、
涙
は

見
せ
な
い
ん
だ
」
と
、
笑
顔
で
成
長

し
た
娘
に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
ま
で
強
く
は
な
れ
ま
せ
ん
が
、

強
く
生
き
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
少

し
で
も
心
穏
や
か
に
在
宅
療
養
が
で

き
る
よ
う
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
「
は
な
も
も
」
や
、同
「
け
や
き
」

と
と
も
に
、
在
宅
診
療
を
継
続
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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（
１
面
か
ら
続
く
）

同
院
は
「
大
腸
が
ん
内
視

鏡
治
療
」（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
で
も

１
６
８
件
で
全
国
12
位
に
入

り
、
地
方
別
で
は
宇
治
病
院

が
29
位
に
入
っ
て
い
る
。

岸
和
田
病
院
の
消
化
器
内

科
は
尾
野
亘
院
長
、
井
上
太

郎
・
副
院
長
兼
内
視
鏡
セ
ン

タ
ー
長
が
中
心
と
な
り
、
内

視
鏡
検
査
・
治
療
件
数
は
年

間
約
１
万
９
０
０
０
件
（
19

年
）
に
上
る
。
加
え
て
、
グ

ル
ー
プ
の
離
島
・
へ
き
地
病

院
を
中
心
に
20
病
院
以
上
に

対
し
医
師
を
派
遣
し
、
積
極

的
に
応
援
診
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

「
前
立
腺
が
ん
治
療
」
の

全
国
13
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
の
は
東
京
西
徳
洲
会
病
院
。

治
療
数
は
２
５
３
件
、
う
ち

２
２
８
件
は
放
射
線
治
療
が

占
め
た
。
地
方
別
で
は
湘
南

藤
沢
徳
洲
会
病
院
（
神
奈
川

県
）
が
１
６
１
件
で
26
位
、

南
部
徳
洲
会
病
院
（
沖
縄

県
）
が
１
１
９
件
で
７
位
。

こ
の
ほ
か
の
が
ん
治
療
で

も
、
複
数
の
徳
洲
会
病
院
が

地
方
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
登
場

し
て
い
る
。「
肺
が
ん
手
術
」

で
和
泉
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー（
大
阪
府
）が
13
位
、「
食

道
が
ん
手
術
」
で
岸
和
田
病

院
が
21
位
、「
肝
が
ん
手
術
」

で
千
葉
西
病
院
が
29
位
、「
肝

が
ん
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で

八
尾
病
院
が
24
位
、
和
泉
医

療
セ
ン
タ
ー
が
29
位
、「
膵

が
ん
手
術
」
で
岸
和
田
病
院

が
24
位
、「
胃
が
ん
手
術
」

で
岸
和
田
病
院
が
28
位
、「
子

宮
・
卵
巣
が
ん
手
術
」
で
和

泉
医
療
セ
ン
タ
ー
が
30
位
に

そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

が
ん
治
療
の
う
ち
、
が
ん

放
射
線
治
療
と
が
ん
薬
物
療

法
に
関
し
て
は
都
道
府
県
別

に
上
位
の
施
設
を
掲
載
。「
が

ん
放
射
線
治
療
」
で
上
位
に

入
っ
た
の
は
、
湘
南
鎌
倉
病

院
が
４
０
８
件
、
宇
治
病
院

が
２
４
０
件
、
和
泉
医
療
セ

ン
タ
ー
が
３
０
２
件
、
南
部

病
院
が
６
４
５
件
。
南
部
病

院
は
前
年
の
４
７
７
件
か
ら

１
６
８
件
増
と
大
幅
に
件
数

を
伸
ば
し
た
の
が
目
立
つ
。

同
院
は
12
年
に
沖
縄
県
で

初
の
高
精
度
放
射
線
治
療
装

置
「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
」
を
導

入
し
て
以
来
、
放
射
線
治
療

科
と
他
診
療
科
が
連
携
し
な

が
ら
治
療
に
尽
力
。
ま
た
同

院
は
20
年
６
月
、
沖
縄
県
で

初
と
な
る
最
新
の
定
位
放
射

線
治
療
装
置
「
サ
イ
バ
ー
ナ

イ
フ
」
を
導
入
。
腫
瘍
の
形

状
に
合
わ
せ
て
集
中
的
に
放

射
線
を
照
射
で
き
、
正
常
組

織
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限

に
抑
え
な
が
ら
高
い
線
量
で

治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

が
ん
放
射
線
治
療
に
関
し

て
は
、
さ
ら
に
「
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）」

実
施
患
者
数
が
多
い
病
院
と

し
て
、
湘
南
鎌
倉
病
院
が
４

０
０
件
で
全
国
10
位
、
南
部

病
院
が
３
２
６
件
で
15
位
に

登
場
。
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
、
が
ん

の
形
状
に
合
わ
せ
た
放
射
線

照
射
を
行
う
こ
と
で
正
常
組

織
へ
の
影
響
を
減
ら
し
、
副

作
用
の
発
生
を
抑
え
る
技
術

だ
。
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
が
ん

に
集
中
し
て
高
線
量
を
照
射

す
る
「
Ｓ
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
体
幹
部

定
位
放
射
線
治
療
）」
は
、

南
部
病
院
が
１
９
７
件
で
全

国
６
位
に
入
っ
た
。

近
年
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
剤
な
ど
進
展
が

目
覚
ま
し
い
「
が
ん
薬
物
療

法
」
は
、
札
幌
東
病
院
や
千

葉
西
病
院
、
湘
南
鎌
倉
病
院
、

湘
南
藤
沢
病
院
、
和
泉
医
療

セ
ン
タ
ー
が
ラ
ン
ク
イ
ン
。

同
書
で
は
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

に
よ
る
「
が
ん
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
」
に
つ
い
て
、
疾
患
別
手

術
数
の
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
も

掲
載
。
対
象
は
保
険
適
用
と

な
っ
て
い
る
が
ん
種
。
直
腸

が
ん
で
千
葉
西
病
院
が
19
位
、

同
院
は
前
立
腺
が
ん
で
も
35

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

脳
の
病
気
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
う
ち「
脳
血
管
疾
患
治
療
」

で
岸
和
田
病
院
と
宇
治
病
院

が
地
方
別
で
ラ
ン
ク
イ
ン
。

骨
・
関
節
の
病
気
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
う
ち
、「
首
・
腰

の
手
術
」
で
湘
南
藤
沢
病
院

が
地
方
別
25
位
。
同
院
は
難

易
度
の
高
い
重
度
の
脊せ

き

柱ち
ゅ
う

側そ
く

彎わ
ん

症
治
療
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
治
療

で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
績
だ
。「
人
工
関
節
置
換

術
股
関
節
」
で
は
、
湘
南
鎌

倉
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
（
神

奈
川
県
）
が
６
０
５
件
と
５

位
に
入
っ
た
。「
人
工
関
節

置
換
術
膝
関
節
」
で
は
湘

南
鎌
倉
病
院
が
地
方
別
26
位

だ
っ
た
。

代表的な罹患後症状

病気の
はなし 83

新型コロナ罹患後症状
長期残存するケースも

【続報】新型コロナウ感染症の特徴のひとつに、罹
り

患
か ん

後長く残る症状
がある。どのくらいの頻度で残るかは、まだはっきりしていないが、診
断/発症/入院後2カ月、もしくは退院/回復後1カ月を経過した患者
さん9,751例のうち72.5%に何らかの症状があるという系統的文献レ
ビュー結果がある。また診断6カ月後も525例のうち約10％に何らか
の症状があったとの国内の追跡調査報告があり、罹患後症状はレアケー
スではない。
なかには罹患当初は無症状、もしくはごく軽症だったにもかかわら
ず、日を置いて倦

け ん

怠
た い

感など症状が強く出ることもあるという。
最も多い症状は倦怠感（40％）で、息切れ（36％）、嗅覚障害（24％）、
不安（22％）、せき（17％）などが続く。大部分はその後、改善するものの、
なかには長期残存し学業や就業など社会生活に大きな影響が出てしま
うこともある。ワクチンを2回接種した場合は28日以上残る症状の割
合が半減するとの報告もあり、罹患後症状の予防という観点からもワ
クチン接種が注目されている。
オミクロン株に罹患後症状が強く出るという報告は今のところない

が、症状が比較的軽いと言われる同株であっても、罹患後症状で苦し
む人の報告はあり、そもそも感染しないための対策が重要となる。厚
生労働省の事業で、罹患後症状についての診療の手引きが昨年12月に
発行され、これまで手探りだった治療法に一定の方針を示している。

全身症状 呼吸器症状 精神・神経症状 その他の症状

倦怠感・関節痛
筋肉痛

せき・喀痰・
息切れ・胸痛

記憶障害
集中力低下・不眠
頭痛・抑うつ

嗅覚障害・
味覚障害・動悸
下痢・腹痛


